
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

平成２０年４月２１日  製品安全課 

商品名等 

（電気用品名等） 

歯科技工用焼成炉 

 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

 本製品は、歯型模型をスキャナでスキャンして３次元データを得て、そのデータ

を基にミリングマシンで切削したセラミックスを焼成する焼成炉である。 

 常温から２.５時間で１，５００℃に昇温し、２時間保持、その後自然冷却する。

  

 

○構造、仕様、意匠 

 定 格：単相、２００Ｖ、５０－６０Ｈｚ、１５Ａ 

 

 

○主な使用者、販売先 

歯科技工所、歯科技工士 

 

２ 対象・非対象の解釈 

  

 特定電気用品以外の電気用品中、電熱器具の「電気焼成炉」として取り扱う。 

 

（理由） 

 本製品は、直接治療に使用する機器ではなく、セラミックス製歯型を焼成するも

のであることから、「電気焼成炉」として取り扱うことが妥当と判断する。 

 


